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TCI　細胞生物上記以外の細胞生物学試薬についても取り揃えています。各製品の詳細はTCI のウェブサイトで 
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本誌掲載の化学品は試験・研究用にのみ使用するものです。化学知識のある専門家以外
の方のご使用はお避けください。品目や製品情報等、掲載内容の変更を予告なく行う場合
があります。内容の一部または全部の無断転載・複製はご遠慮ください。
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利用例

キット内容物
• 1X Cytoplasmic Extraction Buffer 約50検体分
• 20X Detergent Solution 約50検体分
• 1X Nuclear Extraction Buffer 約50検体分

＜細胞質抽出＞
  1. 細胞を回収し、氷冷したPBSで2回洗浄する。 
   接着細胞はセルスクレイパーを用いて剥離する。
  2. 氷冷した1X Cytoplasmic Extraction Bufferに細胞を懸濁する。 
   細胞容積100 µL（約 1×107 cells）あたりバッファーを400 µL加える。
  3. 氷上で10分間静置する。
  4. 懸濁液に氷冷した20X Detergent Solutionを加え、10秒間ボルテックスで
   混合する。懸濁液500 µLあたり溶液を25 µL使用する。
  5. 800 x g, 4 °Cで10分間遠心分離し、上清（細胞質画分）を回収する。

＜核抽出＞
  6. ペレットを氷冷した1X Nuclear Extraction Bufferに懸濁する。 
   ペレット容積100 µLあたりバッファーを100 µL加える。
  7. 氷上で20分間静置する。5分おきにボルテックスで混合する。
  8. 15,000 x g, 4 °Cで10分間遠心分離し、上清（核画分）を回収する。
  9. 抽出した各画分のタンパク質を下流の実験に用いる。

Nuclear / Cytoplasmic Fractionation Kit（製品コード：N1208）は、哺乳類細胞の細胞質タン
パク質と核タンパク質を簡便に分離するためのキット製品です。付属の3種類の試薬を用いて各画
分を迅速に回収することができます。抽出したタンパク質はそのままウェスタンブロットなどの
解析に利用可能です。

N1208を用いて抽出した細胞質画分 (CE)と
核画分 (NE)のウェスタンブロット例。抗
α-Tubulin抗体 (左 )と抗Lamin B1抗体 (右 )
を用いて検出。両者を分画して抽出可能。
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Nuclear / Cytoplasmic Fractionation Kit 1kit  28,000円 [N1208]


